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	スライド 1: 【活動目的】 この活動はアカハネバッタの個体数の数を安定させ、絶滅を防ぐこととともに、同じく草原内の絶滅危惧種である動植物を守ることが目的です。また、活動を通して火入れ技術の継承も行うことで持続可能な草原維持を目指します。 

